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３�月�定� 会�例� 委員会の審査報告
３月定例会中の総務常任委員会、
市民環境常任委員会、建設水道常任
委員会、文教福祉常任委員会が審査
した内容について、その一部をお知
らせします。

【
審
査
項
目
】

●
報
告
　
京
都
府
内
で
の
高
病
原

性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
に

つ
い
て

市
か
ら
次
の
と
お
り
説
明
が
行

わ
れ
た
。

今
回
、
国
内
三
例
目
と
な
る
丹

波
町
の
採
卵
鶏
農
場
で
の
発
生
に

つ
い
て
は
、
二
月
二
十
六
日
、
毎

日
千
羽
以
上
の
鶏
が
死
ん
で
い
る

と
い
う
匿
名
の
電
話
に
よ
り
発
覚

し
、
二
十
七
日
、
簡
易
検
査
に
よ

り
陽
性
が
確
認
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
病
気
に
つ
い
て
は
、
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
内
、
死
亡
率

が
高
い
特
定
の
ウ
イ
ル
ス
の
も
の

で
、
幅
広
い
鳥
類
で
感
染
す
る
。

人
へ
の
感
染
は
、
感
染
し
た
鳥
類

と
近
距
離
で
頻
繁
に
接
触
し
た
場

合
や
、
そ
れ
ら
の
内
臓
や
排
泄
物

に
頻
繁
に
接
触
し
た
場
合
な
ど
が

多
く
、
鶏
卵
や
鶏
肉
を
食
べ
て
人

に
感
染
し
た
例
は
な
い
と
さ
れ
て

い
る
。

宇
治
市
で
は
、
正
確
な
情
報
の

収
集
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り

情
報
の
提
供
を
行
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
府
か
ら
の
要
請
で
、

死
亡
し
た
鳥
を
見
つ
け
た
市
民
か

ら
連
絡
が
あ
れ
ば
、
す
べ
て
市
と

府
で
回
収
に
あ
た
り
検
査
機
関
に

持
ち
込
む
考
え
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
風
評

被
害
の
影
響
、
発
生
し
た
場
合
の

相
談
窓
口
や
危
機
管
理
に
つ
い
て

の
質
疑
が
行
な
わ
れ
た
ほ
か
、
市

民
へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
の
要

望
が
出
さ
れ
た
。

【
審
査
項
目
】

●
議
案
第
十
三
号
　
宇
治
市
安

全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
制

定
す
る
に
つ
い
て

市
か
ら
次
の
と
お
り
説
明
が
行

わ
れ
た
。

近
年
の
犯
罪
増
加
傾
向
は
、
長

引
く
不
況
に
よ
る
経
済
情
勢
を
は

じ
め
、
都
市
化
の
進
展
に
よ
る
市

民
の
社
会
生
活
の
変
化
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

市
民
の
安
全
を
守
る
自
治
体
と
し

て
の
責
務
を
積
極
的
に
果
た
し
、

市
民
や
事
業
者
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
地
域
の
防
犯
推
進
に
取
り

組
む
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
あ
る
。

本
条
例
は
、
市
の
役
割
・
市
民

の
役
割
・
事
業
者
の
役
割
な
ど
、

基
本
的
部
分
に
つ
い
て
規
定
し
て

い
る
。
ま
た
、
具
体
的
取
り
組
み

と
し
て
は
、
第
六
条
に
定
め
る
防

犯
推
進
組
織
や
関
係
機
関
・
団
体

等
か
ら
の
提
言
や
、
第
五
条
に
定

め
る
防
犯
推
進
計
画
に
意
見
を
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
条

例
の
施
行
期
日
は
平
成
十
六
年
四

月
一
日
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
は
、
各

団
体
の
防
犯
活
動
へ
の
援
助
や
成

果
の
上
が
る
組
織
づ
く
り
に
つ
い

て
、
青
少
年
健
全
育
成
の
パ
ト
ロ

ー
ル
の
位
置
づ
け
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
問
題
、
条
例
で
役
割
を
課
す

必
要
性
な
ど
の
質
問
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
採
決
が
行
わ
れ
、
賛

成
多
数
で
本
議
案
は
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
た
。

ホームページ等により情報を提供
＜死亡した鳥は市と府で回収する＞

安全・安心まちづくり条例を審査
＜賛成多数で可決＞

【
審
査
項
目
】

●
報
告
　
都
市
景
観
条
例
に
係
る

大
規
模
建
築
物
等
届
出
地
区
の
指

定
及
び
誘
導
基
準
の
策
定
に
つ
い

て
市
か
ら
次
の
と
お
り
説
明
が
行

わ
れ
た
。

大
規
模
建
築
物
等
届
出
地
区
の

指
定
及
び
そ
の
誘
導
基
準
に
つ
い

て
は
、
昨
年
十
二
月
十
八
日
に
宇

治
市
都
市
景
観
審
議
会
よ
り
答
申

さ
れ
、
策
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

届
出
行
為
が
必
要
な
大
規
模
建
築

物
等
と
は
、
高
さ
二
〇
メ
ー
ト
ル

を
超
え
、
又
は
建
築
面
積
が
二
〇

〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建

築
物
、
高
さ
が
二
〇
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
工
作
物
、
高
さ
が
一
〇
メ

ー
ト
ル
を
超
え
、
又
は
表
示
面
積

が
三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

広
告
物
で
あ
る
。

三
月
五
日
に
告
示
を
行
い
、
四

月
一
日
か
ら
の
適
用
を
予
定
し
て

お
り
、
市
政
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
の
掲
載
な
ど
の
ほ
か
社
団

法
人
京
都
府
建
築
士
会
等
の
各
関

係
機
関
を
通
じ
て
も
周
知
を
行
っ

て
い
く
も
の
で
あ
る
。

景
観
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
建
築
物
等
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
地
域
固
有
の
歴
史
や
文
化
に

敬
意
を
払
い
、
周
辺
の
環
境
に
配

慮
す
る
よ
う
、
都
市
景
観
審
議
会

の
答
申
内
容
を
踏
襲
し
て
助
言
、

指
導
を
行
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
助

言
・
指
導
は
拘
束
力
が
あ
る
の
か
、

民
間
へ
建
築
確
認
申
請
し
た
場
合

の
対
応
な
ど
の
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

【
審
査
項
目
】

●
請
願
第
十
六
ー
二
　
老
人
園
芸

ひ
ろ
ば
の
拡
充
に
つ
い
て
の
請
願

に
つ
い
て

請
願
の
趣
旨
は
、
老
人
園
芸
ひ

ろ
ば
が
三
カ
所
、
三
百
三
十
二
区

画
に
わ
た
り
閉
鎖
さ
れ
る
の
に
伴

い
、
園
芸
を
楽
し
め
る
場
所
の
拡

充
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

老
人
園
芸
ひ
ろ
ば
は
、
希
望
の

多
い
事
業
で
あ
り
高
齢
者
の
生
き

が
い
対
策
と
し
て
重
要
と
考
え
て

い
る
。
廃
止
さ
れ
た
園
芸
ひ
ろ
ば

に
見
合
う
新
た
な
開
設
に
つ
い
て

は
、
従
来
か
ら
報
告
し
て
い
る
よ

う
に
、
最
大
限
努
力
す
る
状
況
に

変
わ
り
が
な
い
こ
と
の
説
明
が
市

よ
り
行
わ
れ
た
。
こ
の
後
、
休
憩

に
入
り
、
請
願
者
の
一
人
が
請
願

の
趣
旨
を
述
べ
た
。

再
開
の
後
、
委
員
か
ら
、
新
し

い
制
度
を
市
は
考
え
て
い
る
の
か
、

法
的
に
市
が
農
地
的
な
も
の
を
購

入
で
き
な
い
の
か
、
市
街
化
調
整

区
域
か
ら
用
地
を
確
保
で
き
な
い

か
、
新
し
い
候
補
地
が
あ
が
っ
て

い
る
の
か
、
現
行
の
制
度
で
事
業

が
継
続
で
き
る
の
か
、
な
ど
の
質

問
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
借
地
方
式

で
は
な
く
具
体
的
な
存
続
・
拡
充

の
方
向
を
明
確
に
す
る
よ
う
に
な

ど
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。

最
後
に
、
請
願
に
つ
い
て
、
反

対
、
賛
成
の
立
場
か
ら
の
討
論
が

行
わ
れ
た
後
、
採
決
が
行
わ
れ
、

賛
成
少
数
で
不
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
し
た
。

大規模建築物等の誘導基準を策定
＜景観審議会の答申に基づき＞

老人園芸ひろばの拡充を
＜賛成少数で不採択＞

意見書
（要旨）

国会及び政府関係

機関に送付しました。

感
染
ル
ー
ト
を
解
明
し
、
防
疫

対
策
な
ど
に
努
め
、
食
品
の
安
全

を
確
保
す
る
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、

国
民
、
関
連
業
者
に
対
す
る
啓
発

の
強
化
と
適
切
な
情
報
提
供
を
行

う
こ
と
。
ま
た
、
事
業
者
に
対
し
、

緊
急
支
援
措
置
を
講
じ
、
さ
ら
に

自
治
体
の
防
疫
対
策
等
に
要
す
る

経
費
に
対
し
、
財
源
措
置
を
講
じ

る
こ
と
。
以
上
、
政
府
に
求
め
る
。

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
を
求
め
る
意
見
書

「
団
塊
の
世
代
」
の
高
齢
化
や

厚
生
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
の
引

き
上
げ
な
ど
を
踏
ま
え
、
高
齢
者

が
六
十
五
歳
ま
で
働
き
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
定
年
年
齢
の
引
き
上
げ

や
継
続
雇
用
制
度
の
義
務
化
を
は

じ
め
と
す
る
法
的
整
備
や
再
就
職

促
進
策
な
ど
の
高
齢
者
の
雇
用
環

境
整
備
等
、
所
要
の
措
置
を
講
じ

る
よ
う
、
国
、
政
府
に
強
く
求
め

る
。

六
十
五
歳
ま
で
働
け
る
雇
用
環

境
の
整
備
を
求
め
る
意
見
書

緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
交
付

金
を
平
成
十
七
年
度
以
降
も
継
続

し
て
実
施
す
る
こ
と
、
継
続
に
あ

た
っ
て
は
、
失
業
者
の
就
労
に
役

立
つ
よ
う
、
実
施
要
綱
や
運
用
方

法
な
ど
、
実
施
主
体
で
あ
る
地
方

自
治
体
が
運
用
し
や
す
い
よ
う
改

善
す
る
こ
と
の
二
点
の
施
策
が
実

現
さ
れ
る
よ
う
、
政
府
に
強
く
求

め
る
。

緊
急
地
域
雇
用
創
出

特
別
交
付
金
の
継
続
・
改
善
を

求
め
る
意
見
書

マンション対策の充実強化
を求める意見書

国庫補助金と地方交付税の大幅
削減を中止し地方自治に必要な
財源の確保を求める意見書

年金「改正」法案の撤回と
基礎年金への国庫負担の引
き上げを求める意見書

憲法を守り、イラクからの
自衛隊の即時撤退を求める
意見書

学校の安全対策の強化に関
する国の財政措置を求める
意見書

宇
治
小
学
校
で
の
児
童
傷
害
事
件

な
ど
に
よ
り
、
学
校
の
安
全
強
化
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
事
件
の
再
発
を

防
ぎ
、
学
校
を
安
全
・
安
心
の
場
と

す
る
た
め
に
、
教
職
員
な
ど
の
配
置

基
準
等
を
改
善
し
、
安
全
の
た
め
の

機
器
・
施
設
の
設
置
・
整
備
を
促
進

す
る
と
と
も
に
国
が
財
政
措
置
を
講

じ
る
よ
う
、
政
府
に
強
く
求
め
る
。

憲
法
に
違
反
し
た
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク

派
兵
は
、
米
英
の
無
法
な
イ
ラ
ク
戦
争

を
正
当
化
す
る
も
の
で
、
イ
ラ
ク
国
民

の
意
思
を
尊
重
し
た
復
興
の
道
に
反
す

る
と
と
も
に
、
国
連
中
心
の
復
興
支
援

を
求
め
る
国
際
社
会
の
声
に
も
背
を
向

け
る
も
の
で
あ
る
。
政
府
は
憲
法
を
守

り
、
イ
ラ
ク
か
ら
の
自
衛
隊
の
即
時
撤

退
を
行
う
よ
う
強
く
求
め
る
。

今
国
会
に
提
出
さ
れ
た
年
金
の
「
改

正
」
法
案
は
、
国
民
に
だ
け
痛
み
を
強

い
る
も
の
で
、
保
険
料
の
値
上
げ
、
給

付
の
引
き
下
げ
を
国
会
の
審
議
な
し
で

改
定
で
き
る
仕
掛
け
を
つ
く
る
も
の
で

あ
る
。
政
府
は
、
こ
の
法
案
を
撤
回
し
、

基
礎
年
金
へ
の
国
庫
負
担
を
現
在
の
三

分
の
一
か
ら
二
分
の
一
へ
引
き
上
げ
る

こ
と
を
強
く
求
め
る
。

地
方
財
政
の
「
三
位
一
体
改
革
」
は
、

地
方
自
治
を
そ
こ
な
い
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
大
幅
な
後
退
を
も
た
ら
す
も
の
で

あ
る
。
国
は
地
方
自
治
体
と
住
民
に
負

担
を
押
し
つ
け
る
「
改
革
」
で
は
な
く
、

地
方
自
治
を
財
政
的
に
支
え
る
国
庫
補

助
負
担
金
と
地
方
交
付
税
の
大
幅
削
減

を
中
止
し
、
地
方
自
治
に
必
要
な
財
源

を
確
保
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

マ
ン
シ
ョ
ン
環
境
の
改
善
及
び
区
分

所
有
者
の
権
利
と
福
祉
が
確
立
さ
れ
る

よ
う
、
国
及
び
政
府
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
者
の
資
質
向
上
、
区
分
所
有
者
の

立
場
に
立
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
供
給
者
等

の
育
成
に
努
め
、
公
園
等
共
用
部
分
の

税
負
担
な
ど
住
民
負
担
が
戸
建
て
住
宅

と
比
べ
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
対
策
の

充
実
強
化
を
求
め
る
。

京
都
府
啓
発
ポ
ス
タ
ー

▼

宇
治
川
の
景
観

▼

老
人
園
芸
ひ
ろ
ば

▼


